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平成27年度

予　算一般会計予算　１９４億３３２８万円
（前年度　１８５億７０００万円）

��

寄
附
金
の
総
額
と
今
後
の
展
開
は
。

�

地
域
活
動
推
進
課
長　

既
に
寄
附

金
が
１
億
円
を
超
え
て
い
る
。
参

加
企
業
も
増
加
し
、
３
月
に
は
記
念
品

の
品
目
を
追
加
し
た
。
引
き
続
き
鶴
ヶ

島
の
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、
寄
附
を

募
っ
て
い
き
た
い
。

�

ふ
る
さ
と
納
税
の
記
念
品
と
し
て
、

農
産
物
で
鶴
ヶ
島
色
を
示
せ
る
特

産
品
を
作
る
取
り
組
み
は
。

�

産
業
振
興
課
長　

農
産
物
で
は
、

今
の
と
こ
ろ
狭
山
茶
と
お
米
の
２

品
目
を
記
念
品
と
し
て
い
る
。
今
後
は
、

農
業
団
体
等
と
対
話
を
重
ね
、
特
産
品

づ
く
り
を
視
野
に
入
れ
た
、
新
た
な
記

念
品
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

��

番
号
制
度
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

�

市
政
情
報
課
長　

各
種
申
請
の
際

に
添
付
し
て
い
た
住
民
票
な
ど
を

情
報
と
し
て
管
理
す
る
こ
と
で
事
前
に

取
得
す
る
手
間
が
減
る
こ
と
。
ま
た
、

新
た
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
市
側
か
ら
ご

ふ
る
さ
と
納
税

ＱＡＱＡ
番
号
制
度
導
入

ＱＡ

��

赤
字
の
状
況
と
利
用
者
を
増
や
す

た
め
の
取
り
組
み
は
。

�

総
務
人
権
推
進
課
長　

赤
字
の
補

償
金
と
し
て
多
額
を
支
出
し
て
き

た
が
、　

年
度
予
算
で
は
、　

年
度
よ

２７

２６

り
１
４
６
万
７
７
９
８
円
の
減
を
見
込

ん
で
い
る
。　

年
度
か
ら
は
、
交
通
政

２７

策
も
含
め
て
組
織
を
一
本
化
す
る
こ
と

か
ら
、
他
市
が
運
行
し
て
い
る
バ
ス
と

の
乗
り
継
ぎ
や
鉄
道
も
視
野
に
入
れ
た

検
討
が
可
能
に
な
る
。

��

公
共
施
設
が
借
地
に
建
設
さ
れ
た

背
景
と
借
地
解
消
へ
の
対
策
は
。

�

財
政
課
長　

本
市
の
人
口
が
急
増

し
た
時
代
に
、
財
政
面
等
か
ら
公

共
施
設
を
建
て
る
土
地
を
一
度
に
調
達

で
き
ず
、
借
地
が
多
く
な
っ
た
。
借
地

の
解
消
は
市
の
財
政
の
最
優
先
課
題
で

あ
り
、　

年
度
か
ら
借
地
対
策
事
業
と

２６

し
て
事
業
化
し
た
。
安
定
的
な
財
源
の

確
保
に
努
め
、
借
地
問
題
の
解
消
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

つ
る
バ
ス
・
つ
る
ワ
ゴ
ン

ＱＡ
公
共
施
設
の
借
地
問
題

ＱＡ

　

平
成　

年
度
の
鶴
ヶ
島
市
一
般
会
計
予
算
と
特
別
会
計
予

２７

算
５
議
案
は
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
さ

れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
審
査
結
果
は
、
い
ず
れ
も
「
可
決
す
べ
き
も

の
」
で
、
最
終
日
の
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

た
隣
接
す
る
地
区
が
数
多
く
あ
る
こ
と

か
ら
、
他
地
区
も
含
め
て
、
ど
の
エ
リ

ア
で
設
立
を
す
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
脚
折
地
区
等
で
は
、
自
治
会
長

の
会
議
な
ど
に
職
員
が
伺
っ
て
地
域
支

え
合
い
協
議
会
の
趣
旨
の
説
明
を
し
て

い
る
。

��

利
用
者
を
増
や
す
た
め
の
方
策
は
。

�

市
民
生
活
部
参
事　

現
在
活
動
さ

れ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
や
地
域
福
祉

団
体
と
各
市
民
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、

そ
の
活
動
を
生
か
し
た
講
座
や
体
験
教

室
等
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通

じ
て
、
サ
ー
ク
ル
の
支
援
や
利
用
者
の

増
加
に
努
め
て
い
く
。

��

鶴
ヶ
島
市
第
２
期
地
域
福
祉
計
画

策
定
へ
の
取
り
組
み
は
。

�

福
祉
政
策
課
長　

市
民
２
０
０
０

人
を
対
象
と
し
て
、
市
民
意
識
調

査
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

第
１
次
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
関
わ

っ
た
関
係
団
体
等
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
、
地
域
福
祉
審
議
会
で
審
議
を
し
、

第
２
次
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
て
い

き
た
い
。

��

生
活
困
窮
者
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
、
支
援
へ
つ
な
げ
る
の
か
。

市
民
セ
ン
タ
ー

ＱＡ鶴
ヶ
島
市
地
域
福
祉
計
画

ＱＡ
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

Ｑ

案
内
で
き
る
な
ど
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
番
号
制
度
導
入
は
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

��

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
を
期
日

前
投
票
所
と
し
て
利
用
で
き
な
い

か
。

�

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

利
便

性
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
が
、
期

日
前
投
票
所
と
し
て
利
用
で
き
る
会
議

室
等
の
設
備
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、
出

入
り
口
が
１
つ
し
か
な
い
こ
と
か
ら
も

構
造
上
利
用
は
難
し
い
。

��

地
域
支
え
合
い
協
議
会
が
設
立
さ

れ
て
い
な
い
地
区
へ
の
働
き
か
け

は
。

�

地
域
活
動
推
進
課
長　

共
栄
地
区

で
は
、
設
立
に
向
け
て
自
治
会
長

や
民
生
委
員
を
中
心
に
話
し
合
い
を
進

め
て
い
る
が
、
共
栄
地
区
内
に
複
数
の

小
学
校
区
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

期
日
前
投
票
所

ＱＡ
地
域
支
え
合
い

ＱＡ

期日前投票所

健やかで
安心できる
まち

活力に
満ちた
まち

快適に
暮らせる
まち

人を育む
まち

将来を
見すえた
市政運営


